









母語 ・継承語1・バイグンカル教育(M〃.,VolumelMAR(:H2005ラ 贓 彡鰍
語彙学習先行モジュールの日中バイリンガル児童 ・生徒への
応用一母語の漢字知識を活かす
Application of the Antecedent Module of Vocabulary Learning to 
         Japanese-Chinese Bilingual Children: 




日中バイ リンガル児童 ・生徒は、L1中 国語の漢字知識を日本語漢字語の学習に活かせば、より早
く日本語での教科学習に適応できるはずである。そのための方策として、本稿では松下(2002)の
「語彙学習先行モジュール」の考え方を年少者に適用することを試みた。具体的には工藤(1999)の













が推測 されるが(玉 岡 ・松下1999、茅本2000)、少なくとも成人の場合、両言語が完全
に独立 して処理 されることはなく、相互に影響がある(Tamaokaほか2004)。目中両語
の表記上の同形語(以 下 「同形語」)の 多さや、単漢字の意味から漢字熟語の意味を類
推できるケースまで考えると、漢字知識をもつ 日中バイリンガルが、日本語漢字を自然
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小中高校に入ってきた児童 ・生徒の場 合を考えてみると、まったく日本語を知 らなくて
も、科 目名の うち 「算数」 「社会」 「体育」 「道徳」 「地理」 「保健」 「物理」 「化学」
「生物」はそのまま見ればわかるし、 「英語」 「政治経済」は日中両語の漢字の字体の
相違が微細なのでそれ と想像がつ く。 「歴史」 「音楽」 「美術」は 「歴」 「楽」 「術」
がそれぞれ 紡 〉 係 〉 休 〉であることを知っていれば問題ない。 「国語」 「生活」










・中国語 矯 哉のある年少者に限定され る。(漢 語圏の年少者(中 国語からの借用語を大







・漢字語彙の中でも、漢語(=字 音語、音読みの語)の 一部に限 られた話であ り、和語
(訓読みの語)に は一義的には当てはま らない話である。
・L2と して 日本語を学ぶ前に、ある程度漢字語彙を習得 していることが議論の前提で
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母 藷9ノ纈 磊嵳Fg/Yイグンガ ノC!袤セ育`八イん1β丿嬲 レ'olumeアル9AR(:〃2005 ラ贓 彡繍
ある。 中国語の小学校である程度の漢字語彙を学習 し終える9歳 ごろ以後にL2日 本
諦 棊境に入ることが前提で、それ以前のL1の 漢語知識が充分に発達 していない段階
でのL2環 境への移行には適用できない。













予想 されるが、 日中両語の漢字語の意味 ・用法の共通点と相違点に注意を向けるよ う
な学習をうまく促せば両言語の発達に大きく貢献できる可能性がある。








































































ほど文法学習にも論理的な日本語での学習を導入し、並行して3 I 0  3 の学習に取り 




例えば、例 1 は 「〜ために」を学習するために成人学習者用初級後, 斗書『みんなの 
日本語』第42課に掲載されてレ、る例文であるが、一見してそれより難しそうに見える例 
2 、例 3 は、中国で小学校4 年生程度まで学校教育を受けた児童ならば理解可能な例文 
である。なぜなら、例文に使用されている漢字語はいす九も中国の代表的な社会科の教 
科 書 『社会』第 1 冊认民教育出版社）に登場する語彙と内容だからである。これらの 
語養は见？の学習と文法学習を平行して進める手がかりとなろう。 は漢字の字体 





先行研究を総合すると、同形語の習得のしやすさは、基本的な意味.用 法 が I 致 
するもの、②く異なっているもの、③^ 1 5 が重なるが一部がずれているものの順で 
ある。語 義 の プ ロ ト タ イ プ と 語 義 の 聿 沒 多 の 関 係 を 調 べ た 的 了 劣 な ど  
によると、し2 の多義語の学習におレヽては乙1 対応語の語義の典型度の高さと！^多の 
可食甜生には強い相関があるので、同形語の学習の初期の段階では基本義（プロトタイ 
プ的意味）がー致してレヽればその他の微細な語義の相違は無視すればよいとレ、える。





























音語であることを前提 とし、 「食物」を 「しょくもつ」 と読めは_`HT録可能だが、 「たべ
もの」と読む揚合は対象外とする。これは漢字語彙習得において音韻習得を切 り離すこ
とは現実的でないとい う考えによる。(茅 本(2000)は、同じ漢字でも音読みと訓読みで









語を母語 とする揚合よりも有利 である可能陛が高い。 しかも、基本語二千以外の語彙に
拡大して考えると、L1中 国語知識直接利用可能語彙の割合は上昇する。
ただし、 「基本語A」 にのみあらわれる語198語 俔 童生徒に とってのみ基本度の高
い語彙)に含まれ るL1中 国語知識直接利用可能語彙は、字体の相違を無視しても、わ






握手、安全 、温度 、外 国、科学、学校、家庭 、完成 、牛 肉、教室、去年、金属 、警察、
原 因、健康 、交通、幸福 、公平、呼吸、最初 、材料 、作 品、作文、参考、事件、事故、
地震、 自信 、社会、 自由、出席、少女、女1生、人 口、数 字、性格、生活、成功、整理、
石油、全国 、想像、尊 敬、大学、体操、男性 、同 陦、当然、努力、内容、燃 料、能 力、
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秘密、表[青、平等、文章、方向、命令、目的、文字、有名、理由、流行、利用、
母語^継承語^パイリンガル教育0^ ㈠8〉研 究 V。！匿 1 八^ /? ⑺ 2005 フ^ ^
八-3 基本義が共通で、字体が簡体字と大きく異なる語⑷語） 氺カツコ内は簡体字 
^  (香 港 ^マカオを除く）中華人民共和国から来た子どもにとって、字体の異なりのた 
めに理解できなレ、可能性があるが字体の対応さえわ力、れば理解できる語 
飯 (违反)、縫 (铅 菊 、音楽(音乐〉、会讒(細 、麵 縣 〉、漢字(汉 字 )、
記憶(记忆〉、危険(危险〉、季節(季节〉、羅 (基础〉、臟 (距离〉、識 (记录〉、
経験(经動、イ斑(化妆〉、倾 (缺席)、公園(公园\ 行動(行动〉、最後(最后)、
織 (杂志)、時間(时间〉、日射ヤ(时代、実験(实勘、親 (实珊、砩 (手木)、




艮 3纖の資料に共通する「基本語八」 〔1755語）に含まれる乙1中国語知識直^  
用可能語棄（繁体字^ 場合）
8 - 1 基本義が共通で、字体も繁体字と変わらない語防語）
握手、安全、以下、以外、以上、位置、以内、印刷】、印象、英語、 筆、家庭、感IIす、
八-2 基本義が共通で、字体が簡体字と微妙に異なる語〔40語） 氺カツコ内(纖体字 
ニ （香 港‘マカオを除く）中華人民共和国から来た子どもにとって、理解は問題ないが 
書くときに'注意を要する語




散歩(散歩)、四角(四角)、失敗(失败^ 小説(小说^ 醤油(酱油) 、将来(将来)、
植物(植物)、成績(成绩〉、責任(责任)、説明(说明) 、酿 (直接) 、突然(突然)、
変化(变化)、問題(问题^ 勇気(勇气〉、趣 ?(理解）
語彙学習先行モジュールの日中バイリンガル児童.生徒への応用一母語の漢字知識を活かす:松下達彦
5 - 2 基本義が共通で、字体が繁体字と微少に異なる語6 1 語） 氺 カ ツ コ 内 本 字  
ニ繁体字圏から来た子どもにとって、理解は問題ないが書くときに注意を要する語 
飯 (翻 ヽ 音 楽 (音 樂 ，麵 ?酿 ，海岸 (海 岸 ')、漢字(漢字)，簡単(簡單\
季節(稀 ，識 識 、交通(麵 ，黯 (麵 ，参 考 騎 〉、散歩(散歩)，
麵 (翻 、衝突(衝突)、醤油(醤油)、心臓(心 臓 、選手(選手)、戦争(戰爭〕、 
赚 賴 、突然(纖 、黯 (多緒）
5 - 3 基本義が共通で、字体が繁体字と大きく異なる語6 2語） 氺カツコ内は繁(本字 
ニ繁体字圏から来た子どもにとって、字体の異なりのために理解できなレ、可能性がある 
が字体の対応さえわかれば理解できる語
会議(會 氣 外国(外國\ 科学(解 )，報 (學校)，副系(醒 \ 危険(危險\
気候(氣候)、細 働 、空気(空節、経験(經驗〉、嫌 (臓 、欠席(聽 、
広告(酷 )、織 保 酷 )、 實験)、 社会(ネ± # \ 出発(出發〉、







㈣ 、記憶、期間、― 、棚丨】、疑問、牛肉、糖 、^ 足^ ! 、鋤〒、警察、計算、 
ブ結果、；結婚、決心、原因、健康、公園、行1 動、幸福、公平、呼吸、最後、最初、材'料、 
作品、作文、三角、四角、時間、事件、事故、地震、自信、日射ヤ、失敗、自由、手術、 




母語 ・継承語 ・バイグンカル教育(MHB)b}」究VolumelMARCH2005 ラ繍 紬
係、その中国の教科書との対照を行なう必要もあるであろう。
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本稿は母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育研究会2004年度大会(2004年8月8日、お茶
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